
今年の秋は、『協働』をテーマとした各種イベントを実施する「市民活動ウィークぎょうだ

2023」を 11月 7日(火)～14日(火)に、コミュニティセンターみずしろで開催します。 

 

行田市市民公益活動登録団体 21 団体が出展 

【市民活動展】活動紹介パネル常設展示 

【市民活動広場】活動発表・ワークショップ等 

 

アクティブシニア向け講座 

【シニア共助担い手塾】10日(金)午前 10時～12時 

アクティブシニアが共助の担い手として活躍できるよう、共助の仕組みについて学び、地域

デビューのきっかけを支援 

 

市職員と NPO向け研修会 

【第 1回みんなで考えよう協働のまち】 

10日(金)午後 1時 30分～3時 30分 

それぞれの立場で協働を考える対話型ワークショップを開催 
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〒361-0052 埼玉県行田市本丸 5-10 

（コミュニティセンターみずしろ１階ギャラリー内） 

048-598-8616 

gyodashi-saposen@bz04.plala.or.jp 

毎週月・火・木～土 午前９時～午後５時 

（コミュニティセンターみずしろの休館日及び日曜日を除く） 

 

行田市市民公益活動登録団体による 

市民活動ウィークぎょうだ 2023 開催決定！ 

市民活動展 活動紹介パネル常設展示 

【出展団体】 

  行田にほんご教室 行田マジック愛好会 行田観光ボランティア会 特非)埼玉介護福祉協会・シリウス 

  特非)わわわ工房 もちだひまわり食堂 スマイル 3B体操行田 特非)にりん舎 すいっと行田 

  忍川の自然に親しむ会 特非)行田結婚支援センター コミュニティサロンクリスタルマユ 

  行田外国語観光ガイドボランティア会 古代蓮の里ホタルの会 NPO法人 CILひこうせん 

  カヌーで川のゴミ掃除 忍の行田の「昔ばなし」語り部の会 行田郷土史研究会 2012 

  行田環境市民フォーラム オシゴト 特非)心と体の未来健康研究所 

市民活動広場 活動発表・体験会・ワークショップ等を開催 

【参加団体】 

  オシゴト 行田マジック愛好会 スマイル 3B体操行田 忍の行田の「昔ばなし」語り部の会 

  行田にほんご教室 行田環境市民フォーラム 行南わかくさ会 行田観光ボランティア会 

シニア共助担い手塾 いきいき埼玉主催・サポセン共催 

■11月 10日(金)午前 10時～12時 

50歳以上で地域活動に関心のある方、共助の担い手として活躍できるよう共助

の取組みについて学んでみませんか。地域デビューを支援します！！ 

参加者 

募集中 

協働のまちづくりﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ 行田市地域活動推進課・特非)ぎょうだ市民’Sネット共同開催 

【第１回みんなで考えよう協働のまち】 

■11月 10日(金)午後 1時 30分～3時 30分 

市職員と NPO 向け研修会です。対話型のワークショップで、想いや疑問を声に

出し、それぞれの立場を越えて協働について考えましょう。 

参加者 

募集中 



特定非営利活動法人ぎょうだ市民’S ネット主催のイベン

ト「SDGｓサマースクール 2023inぎょうだ＠古代蓮の里」で、

ボランティア初参加の中学生 4 名と経験者の高校生 1 名が、

イベント参加者の小学生が行う園内での活動や工作、勉強の

サポートの他、準備や片付けのボランティアを体験しました。 

イベント開始 30分前に集合し、当日のタイムスケジュール

の確認と担当の割り振りが行われ、最初は緊張した様子でし

たが、工作サポートでは、自ら考え参加者に教えることで、

自信を持ったよい笑顔に変わり、楽しさが伝わってきました。 

行田にほんご教室による学習会では、高校生と一般女性の

ボランティアが指導体験を行いました。事前オリエンテーシ

ョンでは、代表の木下さんより会の運営や指導方法について

丁寧に話がありました。 

小学 4 年生を担当したボランティアの高校生は、学校の授

業で使っている教科書の音読を聞き、「途中で集中力が切れて

きたら絵を描いてコミュニケーションを取ったりして工夫

し、最後まで読むことができた」と話していました。また、

「学習者の方がとても勉強熱心で大変感心した。時間がある

ときは引き続き、指導ボランティアに参加したい」と木下さ

んと連絡先を交換していたのが印象的でした。 

木下さんは、最近学習者が増えたことで、常に指導者不足

を感じています。これをきっかけにボランティアが増えてほ

しいと話していました。 

 

今後も継続的にボランティアの裾野を広げられるよう、サ

ポセンでも支援していきたい 

思います。 

代表の吉田さんは、ボランティアには、ボランティアを楽しんでもらうとともに、役割を与

え自ら考え動いてもらうようにしています。 

そうすることで、ボランティアは大変なんだというイメージを払拭し、ボランティアの楽し

さや良さを実感してもらい、またやりたいと思ってもらう。それが、継続的なボランティアへ

の参加、そして最終的には、市民活動への参加へとつながる。 

そのために、ボランティアを受入れるための準備から体制作りにも時間をかけています。 

と話していました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

彩の国ボランティア体験プログラム 2023in行田 

今年も登録団体がボランティアの受け入れをしています！ 

特非）ぎょうだ市民’S ネット 

 ボランティア活動のきっかけ作りである「彩の国ボランティア体験プログラム 2023in行田」 

 今年は、市民公益活動登録団体 4 団体が受入れをしました。そのうち、2 団体の受け入れの

様子をご紹介します。 

行田にほんご教室 

新規登録団体のご紹介 
コペル君こども食堂、少林寺拳法行田南道院拳友会の 2 団体が市民公益活動登録団体にな

りました。紙面の都合により、サポセン通信第 65号 12月号で詳しくご紹介します。 


